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甲
子
園
交
通
安
全
協
会
は
、

お
お
む
ね
生
後
３
カ
月
か
ら
４

歳
ま
で
の
間
に
使
用
す
る
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
償
貸
出

し
を
行
い
ま
す
（
返
却
時
に
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
代
１
０
０
０
円
が

必
要
）。

　

【
対
象
】
甲
子
園
警
察
署
管

内
に
居
住
し
て
い
る
同
協
会
会

員
で
、
平
成　

年
１
月
１
日
以

17

降
生
ま
れ
の
乳
幼
児
を
も
つ
人

　

【
貸
出
期
間
】
４
年
間

　

【
貸
出
数
】
１
０
０
台

　

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
に
会

員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

・
電
話
番
号
・
運
転
免
許
証
の

有
効
年
月
日
、
子
ど
も
の
氏
名

・
生
年
月
日
・
性
別
を
書
き
、

来
年
２
月
６
日
（
必
着
）
ま
で

に
甲
子
園
交
通
安
全
協
会
（
〒

６
６
３
―
８
１
７
７
甲
子
園
七

番
町　

―　
�
０
７
９
８
・
４

11

14

６
・
０
３
６
９
）
へ
。
多
数
の

場
合
抽
選　

８
）
か
市
内
各
高
校
へ
問
合
せ

を
。

　

【
対
象
】
市
内
在
住
で
、
市

内
の
公
立
・
私
立
高
校
在
学
者

　

【
派
遣
期
間
】
平
成　

年　
18

10

月
上
旬
〜　

月
中
旬
（
約
６
週

11

間
）

　

【
募
集
説
明
会
】　

月　

日

12

21

午
後
６
時
か
ら
市
役
所
東
館
８

階
で
。
来
年
度
の
募
集
説
明
と

今
年
度
参
加
者
の
帰
国
報
告　

業
」
に
参
加
す
る
高
校
生
を
募

集
し
ま
す
。
同
事
業
は
、
本
市

と
姉
妹
都
市
ア
メ
リ
カ
・
ス
ポ

ー
ケ
ン
市
の
高
校
生
の
相
互
派

遣
を
通
じ
て
、
友
好
交
流
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
現
地
の
一

般
家
庭
に
滞
在
し
な
が
ら
、
高

校
生
活
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

募
集
要
項
に
つ
い
て
な
ど
詳

し
く
は
、
市
秘
書
・
国
際
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
６

　

西
宮
く
す
の
木
会
と
西
宮
ス

ポ
ー
ケ
ン
姉
妹
都
市
協
会
は
、

来
年
度
の
「
交
換
高
校
生
事

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、　
12

月　

日
か
ら
来
年
１
月　

日
ま

12

31

で
（
祝
日
、　

月　

日
〜
１
月

12

29

３
日
を
除
く
）
自
習
室
を
一
般

開
放
し
ま
す
。

　

対
象
は
中
学
生
以
上
で
、
利

用
料
は
無
料
で
す
。
問
合
せ
は

勤
労
福
祉
課
（
０
７
９
８
・
３

２
・
７
１
６
７
）
へ
。

　

【
利
用
時
間
】
月
曜
〜
金

曜
…
午
後
１
時
〜　

時
▽
土

10

曜
…
午
前
９
時
〜
午
後　

時
10

▽
日
曜
…
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

※
た
だ
し
、
中
学
生

・
高
校
生
の
月
曜
〜
土
曜
の

利
用
は
、
午
後
７
時
ま
で　

６
％
」
に
参
加
し
、
夏
季
の
ク

ー
ル
ビ
ズ
に
引
き
続
き
、
冬
季

の
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
へ
の
取
り
組

み
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
・
事
業
所
で
は
、
暖

房
温
度
を　

℃
に
設
定
し
、
寒

20

い
と
感
じ
る
場
合
は
セ
ー
タ
ー

や
ひ
ざ
掛
け
な
ど
で
体
温
を
調

節
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
等
の

暖
房
温
度
は
、
国
と
同
様
に　
19

℃
に
設
定
し
、
燃
料
の
消
費
を

少
な
く
す
る
こ
と
で
、
地
球
温

暖
化
の
主
な
原
因
に
な
っ
て
い

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
低
減

し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
環
境
都
市
推
進
グ

ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
４
７
９
）
へ
。

　

市
は
、
環
境
省
が
提
唱
す
る

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
国

民
運
動
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

　

大
気
汚
染
の
原
因
の
一
つ
で

あ
る
窒
素
酸
化
物
は
、
特
に
冬

季
に
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

地
球
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
し
、

住
み
や
す
い
環
境
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
は
環
境
監
視
グ
ル
ー

プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８

０
９
）
へ
。

　

★
マ
イ
カ
ー
使
用
を
控
え
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
（
毎

月　

日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ

20
ー
）
…
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
で

き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
自
動
車
の
駐
停
車
時
は
エ

ン
ジ
ン
を
切
り
、
不
要
な
ア
イ

ド
リ
ン
グ
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

★
適
切
な
暖
房
温
度
の
設
定

…
服
装
の
工
夫
や
上
手
な
暖
房

の
仕
方
で
、
燃
料
（
電
力
）
使

用
量
の
低
減
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

★
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
…
近
隣
の
迷
惑
行
為
に
な

る
焼
却
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う

　　　　　　　　

六
甲
山
系
や
甲
山
山
ろ
く
部

の
住
宅
地
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
庭

を
掘
り
返
し
た
り
、
生
ご
み
を

食
い
散
ら
か
す
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
は
本
来

お
く
病
で
、
人
を
見
る
と
逃
げ

ま
す
が
、
出
没
し
た
イ
ノ
シ
シ

は
人
に
馴
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

人
に
馴
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
増
や

さ
な
い
た
め
、
エ
サ
は
絶
対
に

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

生
ご
み
は
収
集
日
の
朝
、
指
定

さ
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
問
合
せ
は
農
政
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
７
２
９
）
へ
。

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
産
業
省
は
「
工
業
統
計

調
査
」
を
平
成　

年　

月　

日

17

12

31

現
在
で
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

同
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
に
実
施
し
、
対
象

は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の

事
業
所
で
す
。

　

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、

身
分
証
明
書
を
持
っ
た
調
査
員

が
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

合
せ
は
市
情
報
公
開
室
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
５
０
３
）
へ
。

　　　　

市
、
水
道
局
は
そ
れ
ぞ
れ
競

争
入
札
参
加
資
格
者
の
登
録
を

行
い
ま
す
。「
委
託
・
物
品
」
は

平
成　

・　

年
度
２
カ
年
有
効

18

19

の
本
登
録
、「
工
事
」
は　

年
度

18

１
カ
年
有
効
の
補
充
登
録
で
す
。

今
回
、「
委
託
・
物
品
」
は
、
市

と
水
道
局
の
登
録
申
請
書
を
一

本
化
し
、
契
約
課
（
市
役
所
本

庁
舎
５
階�
０
７
９
８
・
３
５
・

３
４
０
７
）
で
、「
工
事
」
は
従

来
ど
お
り
同
課
と
水
道
局
契
約

チ
ー
ム
（
水
道
局
庁
舎
３
階�

０
７
９
８
・
３
２
・
２
２
０
８
）

で
交
付
・
受
付
を
行
い
ま
す
。　

※
「
工
事
」
の
既
登
録
者
（
平

成　

・　

年
度
本
登
録
済
）
に

17

18

は
、
１
月
下
旬
に
経
営
状
況
調

査
書
を
郵
送
し
ま
す

　

【
申
請
書
の
交
付
・
受
付
】

い
ず
れ
も
土
・
日
曜
を
除
く
午

前
９
時
半
〜　

時
半
、
午
後
１

11

時
〜
４
時
半
に
▽
交
付
…
来
年

1
月　

日
〜
２
月　

日
に
。
１

10

15

部
５
０
０
円
▽
受
付
…
１
月　
23

日
〜
２
月　

日
の
指
定
日
に

20

　
�
市
収
納
代
理
金
融
機
関
の

合
併　

東
京
三
菱
銀
行
と
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
が
来
年
１
月
１
日
に
合

併
し
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

に
な
り
ま
す

　　　　

西
宮
市
土
地
開
発
公
社
は
、

西
宮
浜
３
丁
目
の
土
地
（
４
０

３
２
・
１
８
平
方
㍍
）を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

詳
し
く
は　

月　

日
か
ら
西
宮

12

12

市
土
地
開
発
公
社
（
市
役
所
東

館
８
階�
０
７
９
８
・
３
４
・

７
２
６
２
）
で
配
布
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

勤労青少年ホーム

自習室を
 一般開放します

　

西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
シ
ー
ズ

ン
に
も
、
魅
力
的
な
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
問
合
せ
は
西
宮

市
大
谷
記
念
美
術
館
（
０
７
９
８
・
３
３
・
０
１
６
４
）
へ
。

※
寿
手
帳
、
身
体
障
害
者
・
療
育
手
帳
持
参
者
や
の
び
の
び
パ
ス

ポ
ー
ト
、
ひ
ょ
う
ご
っ
子
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
の
小
・
中
学
生

は
入
館
無
料
に
な
り
ま
す

　
　

月　

日
に
「
美
術
館
の
遠

12

23

足
９
／　

」
を
開
催
し
ま
す
。

10

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、
音

の
出
る
作
品
で
知
ら
れ
る
藤
本

由
紀
夫
さ
ん
の
作
品
を
、
同
館

の
様
々
な
空
間
に
配
置
し
、
来

場
者
自
ら
が
探
し
、
体
験
し
て

も
ら
う
毎
年
１
回
、
１
日
だ
け

の
展
覧
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

【
開
催
時
間
】
午
前　

時
〜

11

午
後
９
時
（
入
館
は
８
時
）

　

【
入
館
料
】
一
般
５
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小

・
中
学
生
２
０
０
円　

　

来
年
１
月
２
日
か
ら
館
蔵
品

展「
新
春　
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

彩
り
の
部
屋
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
「
色
彩
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
色
彩
の
多
様
性
を
感

じ
さ
せ
る
所
蔵
品
約　

点
を
展

50

示
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
特
集
展
示
「
日

本
画
の
四
季
」
と
題
し
、
近
代

日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。
横
山

大
観
の
「
若
葉
」
、
上
村
松
園

の
「
蛍
」
な
ど
人
気
の
高
い
作

品
約　

点
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

20

い
。

　

な
お
、
初
日
の
１
月
２
日
に

は
、
先
着　

人
に
同
館
オ
リ
ジ

50

ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
、

福
引
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
を
！

　

【
開
催
日
程
】
１
月
２
日
〜

２
月　

日
の
午
前　

時
〜
午
後

12

10

５
時
（
入
館
は
４
時
半
）
。
水

曜
休
館

　

【
入
館
料
】
一
般
３
０
０
円
、

大
学
生
以
下
１
０
０
円

《
関
連
事
業
》

　
�
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

開

催
期
間
中
の
土
・
日
曜
の
午
後

２
時
か
ら
、
学
芸
員
が
作
品
の

紹
介
を
し
な
が
ら
会
場
を
案
内

し
ま
す

　
�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト　

来
年
１
月　

日
午
後
２
時

22

か
ら
。
ス
ペ
イ
ン
歌
曲
。
要
入

館
料
。
定
員
１
０
０
人
。
申
込

は　

月　

日
か
ら
西
宮
市
大
谷

12

17

記
念
美
術
館
（
０
７
９
８
・
３

３
・
０
１
６
４
）
へ
。
先
着
順

◆
市
か
ら

◆
そ
の
他

　

今
回
は
、
最
近
読
ん
だ
韓
国

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
翻
訳
版
か
ら
、

大
変
印
象
に
残
っ
た
一
節
の
要

旨
を
是
非
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
著
者
は
韓
国
の
大
学

の
歴
史
の
先
生
で
す
。

　
「
と
も
に
生
き
る
社
会
と
は
、

自
分
が
好
き
な
人
や
、
自
分
と

共
感
で
き
る
人
と
だ
け
生
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も

に
生
き
る
社
会
と
は
、
自
分
が

好
き
に
な
れ
な
い
人
や
憎
む
人
、

欠
点
の
あ
る
人
、
弱
者
、
少
数

者
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
で
す
。

な
ぜ
と
も
に
生
き
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
弱

者
や
少
数
者
の
人
権
を
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

は
、
孔
子
の
言
葉
で
も
あ
り
ま

す
。
人
類
が
と
も
に
生
き
る
社

会
を
作
ろ
う
と
す
る
の
は
、
実

は
、
気
に
入
ら
な
い
人
を
す
べ

て
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
ま
た
、
排
除
す
る
に
は
相

当
な
代
価
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
学
ん
だ
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
理
解
し
あ
え
な
い
人

々
に
つ
い
て
も
あ
り
の
ま
ま
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
我
慢
す
る

と
こ
ろ
は
我
慢
し
て
生
き
て
い

こ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
韓
国
は
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
作
る
知
恵
と
寛
容

の
か
わ
り
に
、
気
に
入
ら
な
い

も
の
は
撲
滅
（
ぼ
く
め
つ
）
し
、

片
付
け
て
し
ま
っ
た
記
憶
を
も

っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
を
支
持

し
な
い
も
の
は
す
べ
て
敵
で
あ

る
と
い
う
大
国
の
力
の
論
理
が

横
行
す
る
こ
の
時
代
に
、
私
た

ち
の
道
徳
と
常
識
は
再
び
試
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。」（「
韓
洪
九

の
韓
国
現
代
史
―
韓
国
と
は
ど

う
い
う
国
か
」）

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
日

韓
両
国
が
立
場
の
違
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
全
く
共
通
の
重
い
歴

史
的
課
題
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

韓
国
の
人
々
が
植
民
地
時
代
を

含
む
現
代
史
の
な
か
で
、
苦
し

く
て
も
「
と
も
に
生
き
る
」
課

題
に
向
き
合
お
う
と
す
る
勇
気

を
も
ち
、
努
力
を
続
け
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
国

の
市
民
も
、
知
恵
と
寛
容
に
よ

っ
て
自
国
の
人
権
課
題
に
向
き

合
い
、
そ
の
克
服
を
問
い
続
け

れ
ば
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
真
の

国
際
化
に
つ
な
が
る
に
ち
が
い

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　

問
合
せ
は
秘
書
国
際
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
４
７
２
）

へ
。

な
ぜ
と
も
に
生
き
て
い
か

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

内なる国際化を考える
～みんなちがって、みんないい～⑤

弁護士　 梁  
ヤン

 英子 
ヨンジャ

 （上段・今年度　下段・過去５年平均）　
　　　
　　　　浮遊粒子　二酸化　二酸化
測定値　状物質　　 窒 素　　硫 黄
　　　　 (㎎/�)　   (ppm)     (ppm)

          　  0.021        0.021  　  0.001
      　      0.024        0.025  　  0.002

山口　　  0.019        0.014       0.001
小学校　  0.021        0.015       0.002

国道　　  0.021        0.023       0.001
43号　     0.025        0.026       0.006

市内大気汚染状況概報（10月）
　　汚染物質の月平均濃度　

市役所

イ
ノ
シ
シ
に

エ
サ
を
与
え
な
い
で

競
争
入
札
参
加
資
格
者

  
登
録
申
請
を
受
付

イ
ノ
シ
シ
に

エ
サ
を
与
え
な
い
で

イ
ノ
シ
シ
に

エ
サ
を
与
え
な
い
で

西
宮
市
土
地
開
発
公
社
の

  　

土
地
売
却

窒
素
酸
化
物
等
の

  
低
減
に
ご
協
力
を

暖房温度の適温化を!

地球温暖化
 防止のために

１
日
だ
け
の
展
覧
会

「
美
術
館
の
遠
足

       
9
／　

」
10

新
春　
大
谷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
彩
り
の
部
屋
」

「
乗
鞍
」　
　

川
合
玉
堂

大谷記念美術館

来年の秋、
スポーケン市へ

交換高校生を募集

甲
子
園
交
通
安
全
協
会
会
員
を
対
象
に

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

無
償
で
貸
し
出
し
ま
す

「
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ののののののののののののののののののののの
遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

美
術
館
の
遠
足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足
（
１
日
だ
け
の
展
覧
会
）
」

「
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
コココココココココココココココココココココ
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ククククククククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ

新
春
コ
レ
ク
シ
ョ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
」な
ど
開
催

１
月
２
日
か
ら
開
催
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